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二次的援助を必要 と する集団に焦点を 当 て た

ク ラス ワ イ ドなプ ロ グラムの実践

一社会的相互作用 を促す 「 自 分づ く り J r仲間づ く り J r集団づ く り 」 ー

大庭 孝仁

Practice of Class-Wide Programs Focused on Groups that Need Secondary Aid. 

Encouraging Social Interaction Through 

“Self-Development'γ‘Making Friends" and “Creating Groups".ー

Takahito OBA 

1 . 問題の所在 と 研究の 目 的
公立小 ・ 中学校にお け る 、 通常学級の学級担任を含む複数の教師が 「知的発達に遅れはない も

の の 、 学習面や行動面で著 しい困難を持っ て い る 」 と 感 じて い る 児童生徒の割合は、 学習面 の 困

難 さ を示す も の が 4. 5% 、 行動面の 困難 さ を示す も の が 3. 6%、 合わせる と 6. 5% に の ぼ る こ と が

文部科学省の調査に よ っ て 明 ら かに な っ て い る (文部科学省， 2012) こ の こ と か ら も わか る よ う

に、 発達障害、 あ る いはその疑いのあ る児童 ・ 生徒は、 通常学級に在籍 してお り 、 学習面や行動

面について問題が指摘 さ れ る こ と が少 な く ない。 さ ら に、 行動面 ・ 情緒面の コ ン ト ロ ールな ど に

課題を持つ児童 ・ 生徒は、 対人関係 において も 難 し さ が 生 じ る こ と が多 く 、 友達関係な どの社会

性 に 関 わ る 困難を抱 え て い る (涌井， 2006) ロ そ れ ら は、 支援対象の子 ど も だけ に原因が あ る の で

はな く 、 周 囲の児童 ・ 生徒の心理的な要因 か ら の影響も あ る と 考 え ら れ る 。 すなわち、 学校生活

への意欲や満足度な どが影響を及ぼ している こ と が考 え ら れ る 。 そ の た め 、 個別的な支援だけ で

な く 、 子 ど も に と っ て主要な生活場面 で あ る 学級の 中 にお け る 、 子 ど も た ち の さ ま ざま な 関係性

を捉えて対応 してい く こ と が重要にな る と 思われる。

そ こ で、 本研究は、 中学校通常学級において、 学校生活につまずきゃ困 り 感が あ る 、 も し く は

そ の 可能性が高い生徒を早期発見す る。 その上で、 そ の生徒た ち を対象 と したプロ グ ラ ム を学活

の時間 を活用 して一斉指導で実施する こ と で、 対象生徒の ソ ー シ ャ ルス キルを高 め、 さ ら に学級

集団の認め あ う カ を高 め る こ と で、 学級内 の相互作用 を 高 め 、 学校生活や学級での生活の充実に

つ な げてい く こ と を 目 的 と す る。 加 え て 、 本研究 を通 して以下の 3 つ を 明 ら かにす る 。

① 自 分づ く り と して、 プ ロ グ ラ ム が、 中学校通常学級において、 学校生活につま ずき や困 り 感

が あ る 、 も し く はその可能性が高い生徒に対 して有効 に機能 し 、 生徒のス キルを獲得で き る のか。

②集団づ く り と して、 中 学校通常学級において、 学校生活につまずきゃ困 り 感が あ る 、 も し く

はそ の可能性が高い生徒を対象 と し た プ ロ グ ラ ム が 、 学級全体に対 して効果的な相E作用 を も た

らすのか。

③仲間づ く り と して、 学校生活につまずきや困 り 感が あ る 、 も し く はそ の可能性が高い生徒が、

級友や教員 と 関わ る 機会 を増やす こ と に よ っ て 、 友人や教員に援助要請で き る よ う な 関係を築い

て い け る よ う に な る の か。 ま た、 教員か ら み え る 生徒の見立て に ど う 変化 が あ る の かについて検

討する 。

本研究の対象は、 現時点において、 「特別な支援が必要」 と 認知 さ れて い る 生徒ではな く 、 「つ
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的な姿勢が増 え、 自 信 が つ き 、 他者の受け入れ も 高 く な る と い われて い る 。

級友か ら認め られて い る と 感 じ る 安心感か ら 、 自 尊感情 を高めて い る 生徒た ち に と っ て、 こ の

学級は居心地の よ い居場所に な り つつ あ る のではない か と 感 じ る 。 中 間 の ア ンケー ト 調査 と 事後

の ア ンケー ト 調査 を み る と 、 ス キル数値が部分的 に落ちている こ と が わ か る 。 すなわち、 ス キル

と して十分に定着 してい る わ けではな い こ と が う かが え る 。 学校や学級において、 決め られた集

団や、 ルールの なかな ど、 限定条件あ り のス キル を高 め て も 、 そ の環境以外において の活用や適

応につなげる こ と は難 しい こ と は予想 さ れ る 。 だか ら こ そ 、 1 年間継続、 3 年間継続 した、 認め ら

れ る機会、 認 め あ え る集団での経験の積み重ねが大切 と な る 。 三次的援助や二次的援助が必要な

子 ど も に と っ て 、 こ の豊かな相互作用 の 中 で のみ学べ る感情や行動 を 高 め て あ げ られる の は学校

に しかない強みな の で あ る 。

( 2 )  集団づ く り
特別な支援を必要 と して いない と 思われ る 生徒 (非支援群) のみでの平均を と っ た。 つま り 、

本研究において対象 と した生徒 8 名 を除いた数値であ る 。 そ の結果、 ソ ー シャルス キル尺度で

は、 非支援群 において、 全 15 項 目 中、 12 項 目 で有意な上昇が認め られた (表 5) 。 統制群では、

全項 目 において有意な上昇は認め られなかっ た (表 的 。 学級満足度調査では、 対象群 において、

承認項 目 すべてにおいて数値は上昇 している が有意な上昇は 1 項 目 のみであ っ た (表 7) 。 一

方、 統制群では、 5 項 目 で有意な低下が確認 さ れた (表 8)。 非支援群 (介入ク ラ ス ) において、

ソ ー シャルス キル尺度の複数項 目 において有意な上昇が認め られ、 学級満足度尺度においては、

有意な上昇 と ま ではいかな か っ た が 、 数値 自 体に は上昇傾向であ り 、 こ の集団の状態は安定して

い る と 感 じ ら れ る 。 それに対 して、 統制群に は、 ソ ー シャルス キル尺度、 学級満足度尺度 と も に

有意な低下が認め られてお り 、 数値的 に も 減少傾向であ っ た。

こ う した結果か ら 、 今回の よ う に二次的援助が必要な可能性が あ る 生徒 を対象に考 え た プ ロ グ

ラ ム で あ っ て も 、 認め合 っ た り 、 関 わ り 合っ た り する こ と 自 体を楽 しむ経験を積み重ね る こ と

で、 十分に一次的援助サー ピス と して の効果があ る と 考 え ら れ る 。

加藤 (2007) は、 問題行動や学校 ・ 学級の荒れが大き く な る と 、 教師の指導はダブルス タ ンダ

ー ド化する 。 そ の 不公平な指導に、 一般生徒が不満感 を持つ、 そ の結果、 彼 ら の規範意識は下が

り 、 反学校的な生徒文化が形成 さ れ る と 指摘 して い る 。 ま た 、 問題行動 をする 生徒に対 して指導

すればする ほ ど、 一般生徒 と の 問題生徒の 関係は希薄化する こ と も 示 し て い る 。

共生やイ ン ク ルー シブ教育 と い う 考 え が広ま り 、 予防的 な対応や個別の対応 と い っ た合理的配

慮が進む今、 そ れ 自 体が不公平な こ と ではない と 捉え ら れ る こ と 、 理解 し が た い行動に 出会っ た

時、 その背景を受け止 め て く れる集団を育成 してい く こ と が三次的 ・ 二次的援助が必要 と さ れ る

生徒に と っ て不可欠で あ る 。
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か、 困 っ て い る こ と に友人が気づいて協力 して く れたのかま では分か ら ない。 し か し 、 ソ ー シ ャ

ルス キル尺度の 「能動的援助」 の得点の上昇がみ られてお り 、 自 分 自 身が級友に対 して何かを し

て い こ う と い う 気持ちを持ち、 行動 に移 し始めてい る のではないか と 推測 さ れ る (表 1)。 二次的 ・

三次的援助、 も し く はその可能性が高い生徒た ち に と っ て、 自 分を認めて く れ る機会や協力 して

く れる 友人の存在が継続 して認知でき る こ と で、 今度は 自 分が他人を認め る 、 信頼する と い っ た

感情 につなが り 、 お互い に と っ て か け が え の ない関係 に 向 かっ て い け る のではないだろ う か。

次に、 生徒 と 教員 の かかわ り を増やす こ と で、 担任か ら み る 生徒の見立て に どの よ う な変化が

あ る の か。 介入前では、 特別な支援の必要が ない と 見立てていた生徒が、 介入後 に は何 ら かの支

援が必要だ と い う 見立てへ と 変化する ケース が あ っ た。 注 目 すべき は、 そ の 生徒 自 身の ソ ー シ ャ

ルス キル と 学級への満足度が上昇 して い る こ と であ る 。 「静かに 困 っ て い る 生徒」 への気づき 、

こ れ こ そ が ま さ に 、 本研究において 考 え た か っ た こ と で あ り 、 支援 を進め る た めの軸であ る。 通

常であれば、 介入前の時点で、 支援の必要性が な い と 判 断 していた生徒の ソ ー シャルス キルや学

級満足度が向上 し た の で あれ ば、 さ ら に支援は不要 も し く は、 そ の必要性に気がつ き づ ら く な る

こ と が予想 さ れ る 。 し か し 、 各数値が 向 上 した と して も 支援が必要ない と い う 事ではない。 担任

は生徒 と の 関 わ り の 中 で こ の見 えづ ら かっ た 「苦手」 や 「困 り 感」 を しっ か り と 見立てていた。

忘れて は な ら な い の が 、 今 ま で通 り 、 担任は長期欠席の生徒や、 すでに学年や学校内において、

配慮が必要 と 認識 さ れて い る 生徒への個別の支援を行い な が ら 、 見 えづ ら い困 り を抱え る子に 目

を 向 け てい る こ と で あ る 。 新年度が始ま っ た時か ら 、 関 り の 時 間 を 多 く と っ ていた生徒 に対 して

は、 生徒 自 身の ス キルや満足度の変化 と 担任の見立てが一致 して いた。 本研究のテーマ で も あ

る 、 「三次的援助 を必要 と す る集団に焦点 を 当 て た ク ラ ス ワ イ ドなプ ロ グ ラ ム の実践」 が担任 と

二次的援助 を必要 と す る集団 と の関 わ り を深め、 新たな気づ き の助 け に な っ てい た と 考 え る 。

4 . 総合考察
本研究で対象 と した、 二次的援助が必要、 も し く はそ の可能性が高い生徒は、 自 身が持つ 「苦

手 さ 」 や 「困 り 感」 が大き く な っ て 、 反社会的な行動や非社会的な行動 に 向 かっ て し ま う 。 ま た

は、 そ う い う 行動 を示す級友を理解する こ と が 困難であ り 、 不快感や不満感を持ちやすい。 そ し

て 、 そ の感情の表 し方に 「苦手 さ 」 が あ る た め、 それを消化 した り 、 逃避 した り で き ず、 さ ら に

大き く な っ てい く 、 と い っ た危 う さ を持 っ て い る 。 中学校 と い う 場において、 授業で学ぶこ と と

同様、 自 分や 自 分 を取 り 巻 く 集団 と の 関 わ り 方の 中 で 得 ら れ る 安心感や 自 尊感情の存在は大き い。

通常学級での相互作用 を増やすた め に は、 教師に よ る行動の強化や直接的な介入が必要で あ る 。

学校現場では、 学習指導要領の改訂に と も な い、 集団での学びの質や体制 が よ り 充実 し た も の

に な っ てい く 。 同時に発達障害への理解が 高ま っ てお り 、 個別の支援計画や合理的配慮な ど も さ

ら に整備 さ れてい く と 考 え ら れ る 。 つま り 、 集団への学習や生徒指導 (一次的援助) と 個人への

対応 (三次的援助) へのニーズは高 ま る ばか り で あ る 。 し か し 、 そ こ に ばか り 注 目 が集ま り 、 「苦

手」 や 「困 り 感」 を あ ら わせない子や、 気づかれづ ら い子たちが置き 去 り に な っ てはな ら ない。

学級担任に と っ て集 団 の 中 で子 ど も を個 と してみる視点 を持つ こ と はなかなか簡単な こ と ではな

い。 今回の よ う に子 ど も 同士、 子 ど も と 大人が活動 を通 して、 楽 しみなが ら 関わ り 合 う こ と を大

切 に した時間を持つ こ と の可能性 を感 じた。


